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0.は じめに
筆 者は2001年度春学期か ら2003年度秋 学期 まで,文 章表現 クラス(5レ
ベル と6レ ベ ル〉 を計8ク ラス担 当 した。 クラスでは,「レポー トの書 き
方」の類の教科書 を使 って書 き方の形式 を教 えること,あ るテーマ を与 え,
それにつ いての自分の文章 を書かせ るこ と,こ の二つの活動 を中心 に行 っ
た。 テーマは,自 由とい う場合 もあ り,新 聞記事の ような文字で書 かれた
素材 を与 える場合 もあ り,ま た,文 字の代 わ りに写真 を素材 と して与 える
場合 もあ った。
本稿で は,文 章表現の活動 の中か ら,写 真 を見て 日本 語で文章 を書 くと
い う活動(ク ラス全14回の うちの3～4回)を 行 ってみて気づいた ことを
中心 に,文 章表現 クラスにおける写真 とい うメデ ィアの効果 的な使 い方 に
つい て述べてみたい。
本稿 は,筆 者 自身のWEBサ イ ト 『夢旅人』の中の 「一枚 の写真 か ら 日
本語表現 へ,コ ミュニケーシ ョンヘ」 及 び 「写真 を読 む(1)～(5)」を まとめ
直 したものである。1)
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1.日本語教育における写真の役割
日本語教育においては,写真は視覚教材または映像教材の一つとしてと
らえられている。『日本語教育ハンドブック』(1990)によれば,「言語教育
の中での視聴覚教育の役割 とは,人 問の五感の働 き(場合によっては第六
感も含め)を有利,優 位に活用 し,言語習得の効率 ・効果を高めようとす
るものである。」また,保 崎(2002)によれば,「教育において,映 像は効
果的な学習教材であるという認識は,適切な映像が言語理解の助けになる
という点 において,ほ とんどの教授者/学 習者の問で一致 しているだろ
う。つまり,補助効果 という指摘である。」
つまり,写真は言語内容の理解を助 けるために使われていることが多
く,筆者自身こういう使い方をしてきたのであった。 もちろん,こ の使い
方を否定するものではない。
水野(1998)は,「メッセージは,記号からなる。記号は大 きく分けて,言
語記号 と非言語記号に分けられる。言語記号は,音声記号(話 し言葉)と
文字言語(書 き言葉)か らなる。言語記号に準じた記号 として顔の表情 ・
身振 り・手振 りなどの身体記号がある。また,非 言語記号 として,映像や
音像(物 音や音楽〉がある。これらの記号が組み合わされてメッセージが
作 られ,メ ディアを通 して伝えられるのである。」 と迩べている。
1)『夢 旅 人』 のURLは,http://㎜.aoniwasedajp/kawachic
「一 枚 の 写真 か ら 日本 語 表 現 へ,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンヘ 」
http://www.aonLwasedajp/kawachic/w-kyoushi/shashimkara.htm1
「写 真 を読 む(1)」文 章 表 現 ク ラ スの 新 しい 試 み
http://www.aoni.wasedajp/kawachic/w-kyoushi/shashin.html
「写 真 を読 む(2)」ハ チ公 の裏 話
http://www.aoni.wase(lajp/kawachic/w-kyoushi/ron2.html
「写 真 を読 む(3)」文章 と写 真 は ど う違 う
http://www.aoni。wasedajp/kawachic/w-kyoushi/bmshou-shasin.html
「写 真 を読 む(4)」佃 島
http://www.aoni。wasedajp/kawachic/w-kyoushi/tsukudajima.htm1
「写 真 を読 む(5)」佃 島 と神 田 川
http://www.aoni.wasedajp/kawachic/w-kyoushi/tsukuda-kanda.htm1
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このことから,筆者は写真 もコミュニケーション ・メディアのひとつで
あり,文字 と同様 にメッセージを伝 えることができるということに気づ
き,写真そのものを教材にできるのではないかと考えてみた。
そこで,ま ず第一に,写真というものに単なる言語理解の補助 としての
役割ではなく文章表現を引き出すための素材 としての役割があるかどうか
検討 してみたい。方法としては,クラス活動を通 して疑問点を解決すると
いうものである。
また,ク ラス活動の中で新たな疑問点となったところを次のクラス活動
の中で解決 していくという形で論を進めてい きたい。
2.文 章表現 を引き出す素材 としての写真
2001年度秋学期の6Eク ラスと6Fク ラス(計17人)で は,写 真1を 見
せて,日 本語で文章 を書かせ るとい う活動 を行 った。
写真1渋 谷のハチ公前の風景
この写真1は,写 真家阪上恭史氏から個人的に日本語教材用 としても
らった写真全14枚の中の一枚である。 この写真を選んだ理由は,学生全員
が渋谷へ行ったことがあり,ハチ公の話を日本語教科書で習った,映 画を
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見たという学生 も多かったからである。既知の情報が多いことは,写真の
中に見えるものが多 くなる可能性 もあ り,逆に,見 えるものが特定 される
可能性 もあるだろう。しかし,どちらにしても,学生たちが写真の中から
一つの情報 を選びやす くなるだろうとの判断である。撮影者の阪上氏によ
ると,「主人 を待 ち続けるハチ公の銅像が人々の待ち合わせの目印になっ
ているのとハチ公は渋谷駅前の風景と人間の変わ り様 をどう見ているのか
と思って撮 りました」 ということだった。
この写真は,ハ チ公について書かれた文章の内容理解 を助ける目的で使
用するのではなく,また,撮影者の特定の意図を解釈させるものでもない。
「ハチ公の写真」という言葉 を使ってはいるが,写真の中にハチ公を見なく
てもかまわない。何を見るかは各学生の自由である。「自分 自身が写真の中
に見たものを,自分の言葉で表現 しなさい。レポー トでもエッセイで も日
記でも小説でもかまいません。」 と指示 した。
学生17人の作品の中か ら2作品の一部を紹介する。2)
学生A願 い
昼でも夜でも私は大勢の人に囲まれている。 しか し,誰一人も私に気 を
配っている人はいない。段々寒くなっているのに誰一人も暖かい毛布一枚
かぶせてやる人もいない。
このころ.私 はここにいるのが段々つらくなる。段々悲 しくなる。何より
悲しいのは人問がますます人間らしくない姿に変わってくるのを見ている
のだ。現在の瞬間的な快楽だけを追求する人間たち,未来がないようなわ
がままな生活 をする人間たち,私は彼 らを見ている度にここを脱 したい。
2)こ の作 品 の残 りの部 分 と他 の学 生 の作 品 は以 下 のサ イ トで 公 開 中
http://www.aoni。wasedajp/kawachic/Olryugakusei/hachiko6e.html
http://www.aonLwasedajp/kawachic/01ryugakusei/hachiko6五htm1
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学生B彼 女 とカノジョの物語
綾子=私 の名 前 は綾子 。今 年13歳。上 の写真 に見 える左 の女の子 よ。 ど
う?結 構 かわい くない?趣 味 はスキー。そ して温泉 が大好 き。特技 は うん
～なんだろ う。 しゃべ りぐ らいかな。今 日は天気超 いいな。・・
真帆:自 分の名前 は真帆です。今 日,実 は自己紹介 なんかするどころ じゃ
ないんです。ごめんなさい。初対面 なのに,も っ と明るい姿 を見 せるべ き
なのに…
他の作品は,ハ チ公その ものについての解説を書いたものが2作 品,ハ
チ公の物語から忠誠や友情などの概念に発展 させて論 じたものが2作 品,
ハチ公→犬→ペットと発展させてペットについての自分自身の経験や考え
を書いたものが5作 品,「待ち合わせ」をキーワー ドにして出会い と別れを
小説風にまとめたものが2作 品,渋谷 という街についての経験 と意見を書
いたものが3作 品であった。
ただ一度のクラス活動の実践から,写真 とは,文 字と同様にメッセージ
を伝 えることができるメディアであ り,写真 には単なる言語理解の補助 と
しての役割ではなく文章表現を引き出すための素材 としての役割があると
いう結論が出てしまった。
マスターマン(1985)は「写真の意味を正確 にとらえることはむずか し
い」 と述べている。その理由は 「視覚画像は多義性であることである。一
つの画像の中に競合するサインシステムがなだれ込み,詳細に見てい くに
つれて様々な意味の可能性が広がってい くのである。画像を理解するため
には焦点を絞 り,他のものを捨てて,あ る詳細な部分に集中する必要があ
る。 しか し,画像自体の中には何が重要で何が重要でないかを示すものは
ない。(p71)」からである。
写真1だ けを見ると,「多義性」という言葉の意味がよく理解できる。多
義性であるか ら,人によってさまざまな見方ができ,教師や撮影者が意図
していた以上に多様な解釈が行われたのである。 しか し,写真を見ること
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は文字で書かれた文章を読むことよりさまざまな見方ができるといえるの
だろうか,つ まり,写真は文章 と比べて解釈の幅が広いといえるのだろう
か。このような疑問が出てきた。
3.写真と文章の解釈の違い
2002年度春学期の文章表現クラス5Eで は,2回 に分けて文章 と写真を
素材として与え,文章を書かせ るという活動 を行った。一回目は,「犬のど
うぞう」 という日本語教科書(国 際学友会 日本語学校 日本語読本1)に 出
ている文章を,授業一回目に現在の 日本語文章能力を測るという目的で
使った。二回目は,前学期と同 じハチ公の写真(写真1)を 見て自分の言
葉で自分 らしい文章を書 くという目的で使った。どちらの時 も,学生たち
に目的をはっきり説明 しておいた。
写真2犬 のどうぞう
以下,C・D・E,3人 の学 生たちの作 品の一部 を見 なが ら,ま とめて
みたい。1は 〈「犬 の どうぞ う」 を読 んで>,2は 〈「写真」 を見 て>書 い
た ものであ る。3)
3)C2・D2・E2の 残 りの部 分 と他 の学 生 の 作 品 は 以 下 の サ イ トで公 開 中
http://www.aonLwasedajp/kawachic/0203ryugakusei/02hachiko5e.htmI
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C-1
渋谷駅はいっも人で込んでいる駅です。あそこにハチ公という口がありま
す。ハチという忠犬を記念する銅像があるというわけです。
ハチは自分の飼い主を早に送 ったり晩に迎ったりして,雨 でも風でもそれ
を続けていました。それで,人 々はその主人に対する忠実に感動 して,忠
実を標識するハチを銅像に しました。…
C-2
写真の中で一番目立つのはやはりハチ公の銅像です。つぎに,す ぐ銅像の
そばにいて焦っているみたいな二人の女の人です。そのまわりはちょっと
人で込んでいる感 じですが,み んな待ち合わせをしているみたいです。
確かにそうです。友達 と遊びに行くことに して,待 ち合わせの場所を決め
るときに,新宿なら西ロか東ロに しますが,渋谷のほうならハチ公です。
この場合 は,ハチ公と新宿や渋谷一緒で,場 所の名前に過 ぎないといえま
す。それは銅像建造者の最初の意図に外れているかなと思います。
最初の意図というと,ハチ公についての物語 をもう少 し説明 しなければな
りません。ハチ公はずっと可愛がられていた主人が亡 くなっても,雨の日
も風の日も,毎 日毎日,渋谷駅前で主人が帰って来るのを待ち続けていま
した。主人を慕うハチ公の一途な姿は,人々に深い感銘を与え,忠犬と呼
ばれるようになりました。そして,一躍有名になった 「忠犬ハチ公」を讃
える銅像が渋谷駅前に作 られました。その銅像を見て,ハ チ公の物語を思
い出して,人 々が感嘆 したり,真似 したくなったりすることによって,こ
の得難 く単純な感情がこの世の中に広がって大切にされ続 けていくのは,
建造者の最初の意図だといえましょう。…
D-1
この文章 を読んだあと,もちろん私 もはちのような犬を買いたいです。昔
から人間と犬の間にずっとものすごく深い感情があります。飼 い主のため
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に,ど こへ迎 えに行 くこともよ くあ ります。 まだ,飼 い主 を喜 ばせ るた め
に,特 別 な技 を必死 に学ん でい る犬 も少 な くないで しょう。つ まり,何 百
年前 か ら今 にかけて,犬 の心 はずっ と飼 い主 の方 へ向 っています。…
D-2
私 はハチ公 の写 真 を見 る と同 時に,心 に思 い出 した くない こ とが浮 かべ
た。私 はまだ,中 学生 の ときに,ち ちの知 り合 いのお じい さんに一匹 のワ
ンち ゃん をもらった。台湾 で,中 学生 は高校入学試験のため,一 生懸命 に
勉強 している。当時 に私 の生活 はとてもつ ら くて,大 変だ と感 じられた。
毎朝6時 に くらい起 きて,夜 遅 くまで寝て,い つ も同 じ形で生 きている私
にとって,あ の犬 は神様 か らも らった宝だ と思 っていた。…
E-1
始めて渋谷に行った時が頭の中に思い浮かんできます。数えきれない人々
が通 りかかる渋谷駅ですぐ目に入ってきたのは,あ る犬の像 でした。私は
気になりはじめてさっそく日本人の友人に聞いてみました。その友人はこ
の文章と同 じことを私に聞かせてくれました。それを聞いた瞬間,私 はも
のすごく心を打たれました。…
E-2
今回の課題の写真 を目にした瞬間,私 の目を引いたのはハチ公銅像の下に
いる二人の女の子達だった。彼女達を見た瞬間すぐ大切な友人たちを思い
出した。私は日本に来て今年で3年 目になるが,来 てから2年間は一度も
国へ帰 らなかった。もちろん物凄 く友達が恋 しかったが,目指 していた大
学に合格できるまでは絶対戻るまいと決心 していたからだ。そして,念願
の学校に合格でき今年の2月 に2年ぶりの里帰 りをした。帰る飛行機の中
で友達に関 して色々思った。その時考えた私の感情 と思いを今回の作文で
述べたいと強 く思った。…
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四月に 「犬のどうぞう」を読んだ時には,も う既に学生たちは渋谷の街
へ何度も行ったことがあり,ハチ公の銅像 を見たことがあ り,日本語学校
でハチ公の話を習ったことがあった・文章の中からハチ公の感O・さの部分
だけを読み取って,そ の感動だけを表現 しているわけではないのである。
また,上 でも述べたように,「犬のどうぞう」の文章は日本語能力を測るた
めに利用 したもので・ハチ公の感心 さについて読み取ってほしいという希
望はなかった。
六月に写真1を 見せた時には,四月の文章を思い出して,そ の話を続け
た学生と全 く関係ない新しい見方を表現 した学生が出てきた。学生Cは,
ハチ公の銅像建造の意図について取 り上げ,内容を発展させている。学生
Dは,ペ ッ トを飼うことについて,具体的な経験に発展させている。学生
Eは,四 月の文章からはハチ公の感心さに感動 し,六月の写真では,ハ チ
公ではなくその前に立っている女の子たちを見て,自分自身について表現
している。
結局,学 生たちがどんな文章を書 くかということは,文章 と写真という
素材の違いよりも,教師の教材(素 材)の 与え方や学生本人の興味の持ち
方や書 きたいという意欲によるのだということがわかった。教師が教材を
通 じて何を与えたいのか,例 えば,ハチ公の感心さや忠実さという点につ
いて考えさせるということを目的として文章を読ませるのであれば,学 生
たちがその部分に注意を向けるように持っていかなければな らないだろ
う。しかし,ある文章を解釈するのに,正 しい解釈のしかたなどあるのだ
ろうか。教師の解釈 と一致 した場合に正 しいと言っているだけではないの
だろうか。作者の意図は作者自身にしかわからないことであり,直接作者
に聞いてみることはなかなかできないことであろう。逆に,教 師がある特
定の解釈を導 き出す ように進めなければ,学 生たちがいろいろな見方 をし
ているのがわかる。解釈のしかたはさまざまなのである。
では,写真は文章 と比べて解釈の幅が広いのだろうか。確かに,一枚の
一139一
写真の中には文字で書かれた文章以上に多くの情報がつめこまれている。
しかし・文章を読んで解釈することが,文字によって書かれた部分の意味
を理解するだけではな く,書かれていない部分までも理解することである
と考 えると,写真は文章以上 に解釈の幅が広いとは言えないのではない
か。もちろん,教師が写真の中のあるものを特定 して見せることもできる。
言葉によって説明することで,あ る部分だけに注目させ,特 定の見方を与
えることができ,他の部分 を見えなくすることができるのである。言葉に
は写真に写っているものにある意味を与えて理解させるという働 きもある
が,逆 に,その言葉の力で他の見方をする自由さが失われるということも
ある。
このクラスの活動のように,自 由な文章表現を行 うための素材 とするな
ら,文章も写真 も変わらない。写真は文章と比べて解釈の幅が広いとはい
えないという結論を出すことができた。
次に,写真はどんな写真であって も同 じようにさまざまな解釈ができる
のだろうかということが疑問となってきた。
4.写 真 の持つ メッセージ性
2002年度秋学期の5Eク ラスでは写真3を 使 った。 この写真 も阪上氏 か
らもらった ものの 中の一枚であ る。
クラスで見せた ところ,場 所が どこかわかった学生 はい なか った。 それ
で,「ここは佃 島 とい うところ」「東 京都内」「海 の近 くだが銀座 か らも近
い」 な ど場所の説明か ら始め,次 に,佃 島の歴史 について簡単 に説明 し,
解説 のサ イ トがあ ることを教え,こ の写真 を素材 に して レポー ト風で も小
説風 で も自分の好 きな ように文章 を書 くように指示 した。提 出 された2例
をあげてお く。4)
・4)他 の 学 生 の作 品 は 以 下 のサ イ トで公 開 中
http://www,aoni.wasedajp/kawachic/0203ryugakusei/02tsukuda.html
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写真3佃 島
学生F
大川端 リバーシティ21の高層 ビル群 と住吉神社,朱 塗りの佃小橋,古 き良
き民家などとの対比が素晴らしい。この風景に現在の日本の縮図が見える
と思われる。経済の発展により,いろんな古いものを壊れて しまうのが仕
方のないことと思われる人は世の中に数多くいるだろう。現実もそうであ
る。中国の大都市に行って見れば,伝統的な建築がどんどんなくなってき
た。残念だなと感嘆する一方で,その東京の佃島を見るべきことと思われ
る。なぜなら,日本の場合は,経済の発展と伝統の保護がある程度バラン
スをとっている。そのお陰で,今の写真のような 「新」と 「旧」 という感
じが対照できる素敵な景色は見られる。それはただ景色の素晴 らしい所で
はなく,国の発展の素晴 らしい所と思われる。
学生G
この写真 を細かく見たと,私はびっくりした。私がびっくりしたものはこ
の写真に高い建物下に古い神社があったのである!東京は国際大都市 とし
て,人 ロ密度が高 く,市内土地がもちろん高い。写真に撮ったところが商
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業中心であって,当 地の地価がもっと高いと思 う。もし,その神社を廃止
して,神社の変わりに,商業或いは会社の建築を建造する,経済利益がと
ても高いと思われる。でも,その古い神社が現代化のビルの近 くにある。
日本は古い伝統をよく守る国だというのは本当だと思う。
多くの学生が 「新 と旧」「過去 と現在」の対比について述べ,そ こから
自国の発展 と関連させて考え,伝統を守るという意味を考え,住宅問題 に
ついて,日本文化 について,人 間関係について自分の考えを広げている。
筆者自身この写真を初めて見た時,手 前にある運河 と船,奥 に高層マ ン
ション,この二つのものの対比が直観的にいいと思った。撮影者もこの対
比をメッセージとして伝えたかったそうである。つまり,この写真 は,前
回のハチ公の写真 よりは解釈の幅が狭い,言 い換えると,メ ッセージ性が
強いと言えるだろう。
「写真は多義性である」とはいうが,写真1の ように,一枚の写真の中の
部分部分にさまざまなメッセージを読み取ることができるもの,つ まり,
さまざまな解釈ができるがメッセージ性の弱い写真 と,写真3の ように誰
が見ても同じメッセージを読み取ることができるもの,つ まり,解釈の幅
は狭いがメッセージ性の強い写真があるということが明白になった。写真
はどんな写真であっても同じようにさまざまな解釈ができるというわけで
はないのである。
では,学生たちにとっては,さ まざまな解釈ができるがメッセージ性の
弱い写真と解釈の幅は狭いがメッセージ性の強い写真のどちらを見たほう
が文章を書きやすいのだろうか。
5.文章を書 きやすい写真
2003年度春学期では,写真3と 写真4を 見せ,二枚から一枚選んで文章
を書かせた。
写真4は,2001年春に神田川の面影橋で筆者自身が撮 ったものである。
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写真4神 田川の桜
満 開の桜,季 節の移 り変わ り,昔 か ら毎年め ぐって くる自然のサ イクル,
背景 には高層マ ンション,自 然美 と人工美 との対比 を表現 したい と思 った
のである。佃島の写真 を見たのは2001年夏 なので,フ 。ロの作 品 を意識 して
撮 ったので はなかった。ただ,何 とな く雰囲気 が似 てい るように思 えたの
で,ク ラスで使 ってみ ようと思ったのだ。
作 品を提出 した23人の学生 のうち,写 真4を 選 んだ学生 が19人,写真3
が4人 。圧倒的 に写真4が 多 いという結果 となった。神 田川 の桜 につ いて
書 かれ た3作 品の一部 を紹介する。5)
学生H
神田川の写真を初めて見た時に,心の中で小さく 「桜満開の神田川だ」 と
叫びました。それは春の神田川には,私 のいい思い出があるからです。
2003年3月31日(神田川桜祭 りの日)の午後,私 を含めて三人は,一番親
しい友達の李さんといっしょに,神田川の桜を楽 しみました。彼女は外国
人訪問学者 として一年間日本で研修 していて,翌 日の4月1日 に韓国のソ
5)こ の作 品 の残 りの 部 分 と他 の学 生 の 作 品 は以 下 のサ イ トで 公 開 中
http://www.aoni.wasedajp/kawachic/0203ryugakusei/03kandagawa.html
一143一
ウルヘ帰る予定 で した。帰国前 に,李 さん が何 回も 「日本 の桜 を見 たいな
あ。去年3月 に 日本 に来 た時 に,桜 はもう散 っていた。で,今 年の開花情
報 によると,満 開は4月3日 か ら10日までみたい。 も し一年 間 日本 に住 ん
で,満 開の桜 を一度 も見 たことがな けれ ば,残 念だね。」 と言 い ま した。
学生i
今 日は神田川の写真 を見 た。実 は,こ の写真の中心 にあるのは川 でな く,
咲いている桜木 だ。川の上 にある橋 か らみ ると,水 の方 に曲がっているピ
ンクっぽい桜 の花 が見 える。 でも,こ の花 を見て,初 めの印象 と して 「き
れい」 とい う気持 ちではな く,な んか 「か わいそ う」 と感 じた。なぜかと
言 うと,川 の堤 が両方 か らセメン トで固め ている し,桜 並木 の裏 には東京
の高層 ビルが見 える し,こ の桜 は監禁 され ている とい う感 じがあったか ら
だ。もちろん,桜 は大都市の真中に咲 いて いる場合,こ の都市 が生 きてい
るとい う感 じがある けれども,実 は,生 きているものは,か わいそうにセ
メン トに向 かわ された桜 だよ!…
学生J
今 日は4月4日,君 に出会って,三周年の記念 日です。最後まで君からの
連絡はぜんぜんこなかったけれども,僕 は一人で,神 田川へ花見に行きま
した。君の美 しい姿 を待っていましたが,奇跡 も起こりませんでした。神
田川も静かに流れているし,桜も静かに咲いているし,緑の橋も静かに僕
を見守 っている感じがしました。歩きなが ら僕たちの三年間の事を思い出
しました。三年前の今日,君 が白いセーターとジーンズ姿で僕の目の前に
現れた瞬間から今 まで,僕 の心の中にずっと不思議 な感動 をもっていま
す。…
作品 について詳 しく見てい くと,佃 島 について書い た学生 は,〈新 ・旧 の
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対 比 〉に注 目 し,〈これが現代 日本 の姿 その もの>と ま とめてい て,前 学
期 と比べ てみて も,多 少言葉 の使 い方 に違 いはあ るが内容 に変 わ りはな
い。これ はや は り,撮 影 者のメッセージが この写真 を通 して強 く伝わ って
いる ということであ り,逆 にいう と,さ まざまな解釈が しに くい もので あ
る といえる。
それに比べ て,桜 のほ うは,学 生H・1・Jに 見 られ るように,自 分 自
身の花見体験,桜 の木や 川な どの自然か ら,く環境 問題 〉に発展 させ た も
の,短 編小 説,そ の他 に,「日本 に来 た ら花 見 とい う もの を してみたい」
とい う憧れ,日 本文化論 的な分析… などの く花見 〉をテーマ に した もの,
〈神田川 とい う川 〉について の"EB記 事 を利用 して,コ ピー&ペ ース トだ
けの もの,魚 の視点で書 き直 した もの,一教師 と生徒 の対話風 に書 き直 した
もの,日 記 や手紙の形式で書かれた ものなど,さ まざまな作品があ った。
これは,佃 島よ り神 田川のほ うが身近 なところ にある ともい えるが,こ の
一枚 の写真 の中にさまざまな ものが見 えて くるか らであ り,そ の点で写真
1に近 い ものだ とい えるだろ う。
このクラスの活動 のように自由な文章表現 を行 う場 合,学 生たちに とっ
ては,さ ま ざまな解釈がで きるがメ ッセージ性 の弱い写真 よ りも解釈 の幅
は狭 いが メ ッセージ性の強い写真 を見 たほ うが文 章を書 きやすい とい うこ
とがわかった。
6.文章表現クラスでの写真の効果的な使い方
以上のことから,写真の特性について次のようにまとめることができ
る。
・写真は文字 と同様にメッセージを伝 えることがで きるメディァであ
り,写真には単なる言語内容の理解の補助 としての役割だけでな く文
章表現を引 き出すための素材 としての役割がある。
・写真は多義性であるとはいうが,文章と比べて解釈の幅が広いとはい
えないQ
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・写真はどんな写真であっても同じようにさまざまな解釈ができるとい
うわけではない。さまざまな解釈ができるがメッセージ性の弱い写真
と,解釈の幅は狭いがメッセージ性の強い写真がある。
これら写真の特性を理解 した上で,文 章表現 クラスの中で表現を引き出
すための素材 として写真 をどのように使えば効果的であるのかまとめてみ
たい。文章表現 を引き出すとは,各学生にレベルに応 じた文章表現能力を
習得,発展 させることである。
一つの方法は,メ ッセージ性の強い写真を見せ,共 通のメッセージを伝
え,特定の文体で文章 を書かせるというものである。例えば,写真3を 見
せ,佃 島の新 ・旧の対比というメッセージに注 目させ,そ の対比を作 り出
した日本人や日本文化について,自分自身が既に持っている知識 と合わせ
て意見をまとめ,レ ポー ト形式の文章を書かせるというものである。中級
レベルでレポー トの書 き方を集中的に教えたい場合に効果的であると思わ
れる。この一枚の写真は,あ るテーマを持った文章と同じ働 きをしている
と言えるであろう。
メッセージ性の弱い写真であっても,教師の言葉 と組み合わせることに
より,あるメッセージのみを伝えることができることができる。学生のレ
ベルが初級～中級前半程度の場合は,教師が写真の中の特定部分を示 し,
それについて特定の文体で文章を書かせるという方法が効果的である。例
えば,写 真!のハチ公の部分に注目させ,今 の渋谷の街についてハチ公の
視点,つ まり,自分が渋谷の駅前に立って渋谷の街 を見て気づいたことに
ついてレポー トを書かせるという活動ができる。また,写真4の 桜の部分
に注 目させ,自分自身の花見体験を思い出してエッセイ風の文章を書かか
せるという活動 もできるだろう。
もう一つの方法は,筆者自身が行ってきたクラス活動のように,一枚の
写真の中から学生自身が注目したい部分を選び,そ れについて自由な文体
で自分の文章を書 くというものである。学生たちが既 にレポー ト・エッセ
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イ ・手紙 ・日記 ・小説などの文体の違いを理解 し,書き分けることがで き
るレベル(中級後半以上)で あることが条件 となる。2と5で 述べたよう
に,写真1や写真4の ようなメッセージ性の弱い写真を使うのが効果的で
ある。
以上,文 章表現 クラスの中で写真を効果的に使 うためには,教 師自身が
写真の特性 を把握 し,学生のレベルに応 じた文章表現能力に結びつけるた
めの適切な写真 を選ぶこと,言葉によって写真からのメッセージをコン ト
ロールすることが大切であると思われる。
7.今後の発展
一枚の写真の中から学生自身が注目したい部分 を選び自分の文体で文章
を書 くという活動の発展 として,各学生が書いた文章をコピー して全員に
配 り,どの作品が気 に入ったかを各学生が選ぶという活動ができる。2001
年度の春学期と秋学期で実践 した結果,他 の学生がどんな文章を書いたか
がお互いにわか り,学生たちには評判がよかった。どの作品が気に入った
かは人それぞれであったが,自分と違 う見方をしたもの,自 分には書けな
い文体で書かれたものに人気が集まった。文章表現から読解 ・口頭表現 ・
聴解などの言語 コミュニケーションヘ発展 した活動といえるだろう。
21世紀の日本語教育は,言語コミュニケーシ ョンの教育か ら身体 ・映
像 ・音像などのコミ丘ニケーション ・メデ ィアと言語を組み合わせたメ
ディア ・コミュニケーションの教育へ と変わってい くだろう。これは,文
部科学省が強調する情報教育 とも関連するものである(保崎2002)。この
ようなクラスを担当する日本言吾教師は,例 えば写真 という映像 に関 して
は,写真の特性や写真 と言語の関係について理解するだけでな く,写真 を
撮る技術(プ ロ並みでな くてもよい)を持ち,著作権や肖像権などについ
ての知識を持つことも必要となるだろう。
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